
サステナビリティ経営のストーリー構築を通じて、
地域の皆様とともに、『誰もが、ずっと、安心して暮らせる社会』を実現する

常務執行役員
鹿島 紳一郎

当社グループは「人」「地域社会」「地球環境」の3つの重点領域における、さまざまなサステナビリティ取組を通じて、
『誰もが、ずっと、安心して暮らせる社会』の実現を目指しています。
私がサステナビリティ経営を担当してからの2年間で、まずは当社グループにおけるサステナビリティ経営の枠組みを構
築しました。そのうえで、中期経営計画においても、サステナビリティ経営を事業運営の根幹として位置付け、各種取組
と事業活動の結果であるアウトプット(KPI)および、経営目標であるアウトカム目標をそれぞれ連動させながら取り組み
を進めてきました。2025年4月からの新たな経営体制においても、「まっすぐ、お客様へ。もっと、地域、社会のために。」
という基本方針を掲げる等、経営としてのスタンスもより分かりやすい形で発信してきています。
一方で、当社グループの職員一人ひとりへの、本当の意味での理念浸透はさらに力を入れていかなければならない状況で
す。日々の業務や活動がサステナビリティ経営につながっている実感を役員・職員自らが持つことで、“サステナビリ
ティの自分ごと化”につなげていくことが重要です。そのことを通じて、一つ一つのサステナビリティ取組が進化し、サ
ステナビリティ経営の高度化につなげていく、それらを分かりやすい形でストーリー立てて、さまざまなステークホル
ダーにもお伝えしていきたいと思います。

サステナビリティ担当役員メッセージ

日本生命グループにおけるサステナビリティ経営
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目指す社会の実現に向けては、当社グループの役員・職員一人ひとりが、アウトカム目標を意識しながら、各種取組を進
めていくことが重要です。そのことが、事業活動から生まれるアウトプットを通じて、「人」「地域社会」「地球環境」の
アウトカムを創出し、巡り巡って当社グループの資本増強につながっていくという好循環を生む、そして、『誰もが、ずっ
と、安心して暮らせる社会』の実現に貢献することができると考えています。

また、アウトカム目標達成に向けて、サステナビリティ取組状況のPDCAを丁寧に行っていくことが重要だと考えていま
す。
昨年度の取り組みの一例ですが、アウトカム目標の一つである「ニッセイ版健康寿命の延伸」に向けた取り組みとして、
「がん検診受診勧奨活動」を実施しました。各地域の皆様に、がん検診の受診状況についてアンケート形式でヒアリング
させていただくとともに、がんに関する情報提供を行うことで、がん検診受診率向上につなげていく、という活動です。
全国で約90万名の方々からアンケート回答を収集し、当社内で結果を分析したところ、2023年度にがん検診を受診しな
かった方のうち、4人に1人が2024年度は受診ありへと変化しており、行動変容につながっていました。こうした結果を
踏まえ、2025年度は、「がん啓発活動」として取り組みを進化させて、お客様へお届けするがんに関する情報のさらなる
充実を図り、がん検診受診率の向上、そしてその先の健康寿命の延伸に貢献していきます。
こうした取り組み・分析を積み上げていくことが、お客様にも分かりやすいサステナビリティ経営のストーリーの構築に
もつながっていくと考えています。

日本生命グループにおけるサステナビリティ経営のストーリー
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サステナビリティ経営の高度化に向けては、社外に発信していくこと等を通じて、さまざまなステークホルダーからのお
声を頂戴することや、社外機関からの評価も踏まえ、取り組みをブラッシュアップしていくことが重要です。
これまでも、総代会や総代懇談会等の場で、ご契約者から当社グループのサステナビリティ経営に関する声を頂戴してい
ますし、サステナビリティに関する社外機関からの評価も向上してきており、当社グループのサステナビリティ経営への
関心や認知度は高まりつつあると認識しています。こうした声や評価は取り組みの高度化につながっていくことはもちろ
ん、従業員のエンゲージメントの向上やサステナビリティの自分ごと化にも寄与していくものと考えています。
2024年度から、全社運動としてニッセイサステナプロジェクト「にっせーのせ！」をスタートし、当社オフィシャルホー
ムページの特設サイトやCM、公式SNS等を通じて、サステナビリティ取組を積極的に発信してきました。今後はこうし
た枠組みの中で、当社グループのサステナビリティ経営のストーリーについての発信も一層強化していきたいと思いま
す。
私自身も、2025年度からは、サステナビリティ経営の担当に加え、個人保険領域全般も担当することとなり、よりサステ
ナビリティ経営と事業活動を連動させやすい立場にもなりました。これまでの経験も生かしながら、主体的に働きかけを
行うことで、アウトカム目標の達成を通じた企業価値向上、そして『誰もが、ずっと、安心して暮らせる社会』の実現に
貢献してまいります。

より一層のサステナビリティ経営の高度化に向けて
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